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測定した｡又 3Heに対してもKapitza抵抗を測定した｡ 3Heに対しては, Tm核えピンと
3He核スピンとのmagneticcouplingによるKapitza抵抗の減少が,期待される｡ Kapitza抵
抗の機構解明に対する興味という点からも,今回の実験結果が,1つの資料となるといえる｡
size効果なども考えられるので,TmVO｡の単結晶とpowderについて,それぞれ3Heと5
%3He-4Hedilutemixtureに対してKapitza抵抗を測定した｡
§装置と測定方法
測定方法は,スピン温度緩和法で,､Tm核スピンと液体Heの間の熱抵抗を測定した｡装置
を図1に示す｡TmV04の単結晶の大きさは,4×4･5×23mm ｡ powder杖,Tm203の
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